
中国 5 県休眠預金等活用コンソーシアム実施体制表 

 

１．コンソーシアムを組成する目的 

私たち中国 5県休眠預金等活用コンソーシアム（以下、「当コンソ」）は、ボランティア活動をはじめ

とする市民が行う自由な社会貢献活動を支援するとともに、多様な主体による協働・連携を推進し、

様々な社会問題の解決に『格差是正』の視点から取組み、持続可能で豊かな市民社会を実現すること

を目的とする中国地方の NPO支援組織によるコンソーシアムです。中国 5県を中心に地方・地域に休

眠預金を届けることと、知見の蓄積・共有・活用による包括的な取り組みを通じて目的達成に寄与し

ます。 

２．コンソーシアムの体制図 

 

３．目安となる助成額を超える申請をする理由 

当コンソは今まで 1 事業で 5 県を対象に事業を展開しています。この事は上記の目的に示した通り、

中国 5 県全域に休眠預金を届けることが狙いの１つです。そして今回の申請においては休眠空白県で

ある香川県を加えた 6県を対象とした展開を企画しております。 

昨年までのルールでは、より多くの県を対象とするほど 1 県あたりの助成額が減ってしまうため不公

平感を感じていました。助成額については事業の内容や対象地域等から積み上げることが妥当である

と考え、今回の助成額（実行団体に対して各県 2,000万円）を申請いたしました。 

 

当コンソは今までに 4 事業の資金分配団体にご採択をいただいています。継続的に休眠預金事業に取

り組むことができたため、中国地方で公益活動に取り組む NPO 等からの休眠預金に関する認知と期待

が年を追うごとに高まっていることを感じています。休眠預金への期待としては「この金額（大きな

金額）だからこそ、大きな成果を出すことができる。」との声を多く聞きます。この期待の高まりを受

け、より多くの NPO 等に対して機会を提供できるようにするためには、1 団体当たりの助成額を減額

して複数の団体を採択するのではなく、1 団体当たりの助成額を維持したまま複数の団体を採択する

必要があると考え、今回の助成額を申請いたしました。（実行団体に対して：鳥取県 2,000 万円/1 団

体程度、島根県：2,000 万円/1 団体程度、岡山県（+香川県）：4,000 万円/2 団体程度、広島県 2,000

万円/1団体程度、山口県：2,000万円/2団体程度、合計 12,000万円/8団体程度】 

 
















